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研究成果の概要（和文）：近代ユダヤ文化を理解するに当たっては、各地の離散ユダヤ人社会の

地域的多様性とラビ・ユダヤ教の伝統的枠組との両面から、しかも複数のデシプリンを組み合

わせることによって、理解が格段に深まることが明らかになった。それとともに、ユダヤ文化

の多様性の理解は、各地域における近代化の特徴を浮き彫りにするという意味で、ユダヤ研究

の重要性が認識された。共同研究の成果としては、『ユダヤ人と国民国家』（岩波書店 2008）の

出版があるが、各自の個別研究においても飛躍的な研究業績を積み重ねることができた。加え

て、アジアにおける一神教研究の発展を見据えて、イスラエルのバルイラン大学との国際シン

ポジウムを実施した。 

 
研究成果の概要（英文）：For the understanding of modern Jewish culture, we recognized that 

interdisciplinary researches should be done from the perspective of the cultural divergence 

of Diaspora Jews in different areas as well as with the view to the historical cohesion of the 

traditional Rabbinic Judaism. The cultural diversities of Diaspora Jews in different areas 

help us understand the different processes of modernization in host societies. In this sense 

the importance of Jewish studies goes beyond its own spheres. The publication of the book 

Jews and the Nation States from Iwanami Publishing Company in 2008 was one of our 

corporate research products and also each scholar has produced remarkable results in each 

discipline. In addition, considering the development of studies on monotheism in Asia, we 

held an international symposium with Bar-Ilan University in August 2010. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、市川裕を代表者とする科研とし
ては 2 回目であり、前回の「ユダヤ人のアイ
デンティティ問題から見た近代国民国家の

理念と現実」の継続と位置づけられる。ユダ
ヤ文化研究は、地域的多様性と複数の方法論
との組み合わせが不可欠である点に鑑みて、
分担者は前回と同様で 1２人として、適宜、
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関連研究者を会合に招くことにした。 

 

 

２．研究の目的 

ユダヤ人が各地の近代化を経過してどのよ
うなアイデンティティを形成し、当該社会と
どのような関係を結ぶかという問題を、西
欧・東欧・中東の事情を比較検討して、近代
の意味を探求すること。 

 

３．研究の方法 

各自の個別分野・方法論における研究を研究
合宿において発表し討論を重ねることによ
って互いの理解を深めるという方法によっ
た。地域は上記の 3地域、また方法では、歴
史学、思想史、宗教学、文学、地域研究、政
治学、社会学に及んだ。 
 
４．研究成果 
『ユダヤ人と国民国家―政教分離を再考す
る―』市川裕、臼杵陽、大塚和夫、手島勲矢
編、岩波書店、2008、全 352 頁。 
共同研究の成果としては、上記書籍が出版

さ れ た ほ か 、 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 書
『Monotheism in Asia』を作成した。 
また、分担者は、各自の専門領域において

精力的に業績を上げ、この５年間で、ユダヤ
研究における飛躍的な研究の進展を見るこ
とができたと思う。出版されたその代表的な
成果を、研究者別に整理して示せば、以下の
ようになる。 
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